
                            

                             

                             

                             

 [第 340 号］             北日野公民館だより               令和 6年 7月 12 日 

北日野地区の人口  4209 名(6 月比＋－０）（男 2,043 女 2,166 外国人含む 1,613 帯(6 月比＋1） 令和６年７月１日現在 

 

5 月 26 日 小野谷町にて 日野フォトクラブ 

4 月 22 日 撮影 

こ
れ
か
ら
の
北
陸
新
幹
線 

 

今
春
北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
延
伸
し
た
䣎
長
野
方
面

は
便
利
に
な
䣬
た
䣎
東
京
ま
で
乗
換
え
な
し
で
行
け
る
よ

う
に
な
䣬
た
䣎
け
れ
ど
関
係
の
深
か
䣬
た
関
西
䣍
名
古
屋

方
面
は
予
定
通
り
不
便
に
な
䣬
た
䣎
敦
賀
乗
換
え
が
必
須

に
な
䣬
た
か
ら
だ
䣎 

敦
賀
の
先
が
小
浜
ル
䤀
ト
と
米
原
ル
䤀
ト
で
揉
め
始
め

て
い
る
䣎
小
浜
ル
䤀
ト
が
既
定
の
計
画
だ
が
䣍
京
都
沿
線

の
反
対
や
超
深
度
ト
ン
ネ
ル
䣍
伏
見
の
酒
所
の
地
下
水
課

題
等
が
あ
り
小
浜
ル
䤀
ト
の
大
阪
開
業
は
50
年
先
に
な

る
だ
ろ
う
䣎
そ
れ
ま
で
今
の
よ
う
な
不
便
が
続
く
の
は
困

䣬
た
も
の
だ
䣎 

明
ら
か
に
米
原
ル
䤀
ト
が
現
実
的
だ
䣎
10
年
で
大
阪

に
つ
な
が
る
䣎
米
原
で
乗
換
え
す
る
と
し
て
も
そ
の
方
が

便
利
で
分
か
り
や
す
い
䣎
こ
れ
ま
で
同
様
に
明
る
い
東
海

道
の
車
窓
を
見
な
が
ら
䣍
富
士
山
を
見
上
げ
な
が
ら
東
京

に
も
行
け
る
䣎
東
海
道
新
幹
線
は
密
な
の
で
北
陸
新
幹
線

は
米
原
か
ら
乗
り
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
が
䣍
リ
ニ
ア
が

大
阪
ま
で
開
業
す
れ
ば
䣍
東
海
道
新
幹
線
は
必
ず
減
便
に

な
り
䣍
北
陸
新
幹
線
の
乗
入
れ
は
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
䣎 

国
家
事
業
と
は
䣍
国
民
に
と
䣬
て
の
利
益
を
最
大
公
約

数
的
に
決
め
る
べ
き
だ
䣎
過
去
の
経
緯
と
か
䣍
関
係
首
長

や
地
元
議
員
の
プ
ラ
イ
ド
と
か
䣍
利
権
と
か
䣍
国
民
不
在

の
国
家
事
業
に
な
䣬
て
は
い
け
な
い
䣎
人
口
減
少
の
日
本

で
䣍
超
高
齢
化
社
会
の
日
本
で
䣍
超
借
金
国
の
日
本
で
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
介
護
保
険
や
医
療
費
の
国
民
負
担
は
増

し
て
い
く
䣎
そ
の
原
資
は
私
た
ち
の
税
金
だ
䣎
新
幹
線
も

時
間
と
経
費
を
抑
え
な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ
䣎 

駅
は
北
日
野
に
で
き
た
䣎
こ
れ
か
ら
続
く
駅
周
辺
の
開

発
は
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
直
結
し
て
い
る
䣎
利
益
追
求

の
開
発
業
者
や
し
が
ら
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
行
政
を
信

用
し
て
は
い
け
な
い
䣎
終
の
棲
家
は
そ
こ
に
生
き
る
私
た

ち
自
身
で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
䣬
て
い
る
䣎 T

・
N 



                             

                             

                             

                             

 
七
月
七
日
䥹
日
䥺
䣍
日
野
川
河
川
一
斉
清

掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

 

心
配
さ
れ
て
い
た
天
気
も
よ
く
な
り
九
十

二
名
の
大
勢
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
䣎
去
年
以
上
に
暑
い
日
に
な
り
ま
し
た

が
䣍
無
事
に
事
故
䣍
ケ
ガ
も
な
く
䣍
心
配
し

た
熱
中
症
に
か
か
る
方
も
い
な
く
て
䣍
作
業

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
䣎 

 

ゴ
ミ
等
も
年
々
少
な
く
な
䣬
て
い
て
く
れ

て
ほ
ん
と
に
良
か
䣬
た
と
思
い
ま
す
䣎 

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
町
内
䣍
各
種
団
体

の
方
々
䣍
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

 
 

 
 

 

生
活
環
境
部 

 

橋
本 

俊
幸 

 

 

六
月
二
十
九
日
䥹
土
䥺
䣍
地
区
の
食
生

活
改
善
推
進
員
会
主
催
で
男
性
ク
䣹
キ

ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

塩
分
量
な
ど
を
考
え
な
が
ら
䣍
豆
腐

ハ
ン
バ
䤀
グ
を
メ
イ
ン
に
調
理
し
ま
し

た
䣎
普
段
䣍
料
理
を
す
る
機
会
が
少
な

い
参
加
者
も
手
際
よ
く
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
䣎
心
を
込
め
て
作
䣬
た
料

理
は
䣍
き
䣬
と
家
族
の
お
腹
と
心
を
十

分
に
み
た
し
た
こ
と
で 

し
䣯
う
䣎
参
加
者
か
ら 

は
䣍
次
回
も
参
加
し
た 

い
と
い
う
声
が
あ
が
り 

盛
況
の
う
ち
に
お
開
き 

と
な
り
ま
し
た
䣎 

       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり         令和 6年 7月 12 日（2）    

 

 

六
月
十
二
日(

水)

䣍
岩
内
山
を
愛
す
る
会
が

中
心
に
な
䣬
て
䣍
岩
内
山
ビ
䣻
䤀
ポ
イ
ン
ト
側

登
山
道
と
䣍
山
頂
ル
䤀
ト
の
整
備
を
し
䣍
伐
採

し
た
雑
木
や
竹
を
粉
砕 

機
で
砕
い
て
処
理
し
ま 

し
た
䣎 

 

ビ
䣻
䤀
ポ
イ
ン
ト 

か
ら
三
ノ
宮
神
社
ま 

で
の
ル
䤀
ト
も
開
通 

し
ま
し
た
䣎 

一
度
登
䣬
て
み
て
く 

だ
さ
い
䣎 

 
 

  

六
月
六
日(

木)

越
前
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
䣓
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
䣔

で
䣍
北
日
野
地
区
が
優
勝
し
ま
し
た
䣎 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

六
月
十
四
日
䥹
金
䥺
䣍
北
日
野
ミ
ニ
体
育

館
に
て
䣍
第
一
回
囲
碁
ボ
䤀
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
䣎
総
勢
百
名
の
方
が
参
加
さ

れ
䣍
暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
䣍
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
䣎 

䣗
結
果
䣘
Ａ
ブ
ロ
䣹
ク 

 
 

 
 

優
勝 

庄
田
町 

 
 

 
 

Ｂ
ブ
ロ
䣹
ク 

 
 

 
 

優
勝 

平
林
な
か
よ
し
会
Ａ 

 

六
月
二
十
四
日
䥹
月
䥺
䣍
真
宗
出
雲
路

派
毫
攝
寺
門
主
䥹
善
志
上
人
䥺
を
導
師
に

迎
え
䣍
五
年
ぶ
り
に
北
日
野
地
区
慰
霊
祭

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
御
経
䥹
仏
説
阿

弥
陀
経
䥺
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
中
䣍
先
の

大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を
忍
び
な

が
ら
䣍
地
区
の
方
々
の
焼
香
が
粛
々
と
進

ん
で
い
き
ま
し
た
䣎 

 

今
も
世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
争
い
が
続
い

て
い
ま
す
が
䣍
北
日
野
地
区
慰
霊
祭
に
参

加
し
改
め
て
不
戦
を
誓
い
䣍
世
界
の
平
和

を
祈
る
思
い
の
一
日
で
し
た
䣎 

 

六
月
二
十
二
日
䥹
土
䥺
䣍
北
日
野
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
に
て
䣍
創
立
二
十
周
年
記
念
ぴ
䤀
ぷ
る

フ
䣴
ン
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
オ
䤀
プ

ニ
ン
グ
に
は
円
座
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
䣎

北
日
野
地
区
か
ら
は
自
治
振
興
会
䣍
日
赤
奉
仕

団
䣍
各
町
内
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
䣎
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

河
川
一
斉
清
掃 

第
一
回
囲
碁
␆
␢
␕
大
会 

食
生
活
改
善
推
進
員
会 

北
日
野
地
区
慰
霊
祭 

岩
内
山
整
備 

⎧
␢
⎪
⎾
⏿
⏋
␝
運
動
会 

⏡
⏵
⏌
⏞
␕
⏿
大
会 
優
勝 



                            

                             

                             

                             

７月～８月の予定 
 

7 月 25 日(木)  コナウイング演奏会 
 7 月 26 日(金)  あっとほうむ実験 
 7 月 30 日(火)  気軽に源氏物語 
 8 月 3 日(土)  親子クッキング 
 8 月 4 日(日)  和菓子づくり 
 8 月 6 日(火） 水辺の生き物調べ 
 8 月 10 日(土)  ウェルカムダンス練習会      
休館日 毎週月曜日 
７月 14 日(日曜日)7 月 21 日(日曜日) 

 
 

 

 
 
  

夏の火災と事故に注意しましょう！ 
 
・楽しい BBQ が… 
〈危険！〉・使用した炭が消火不十分で、周囲に燃え移り
出火 
・消毒液で消毒した後火気に近づいて出火 
〈火災を防ぐポイント〉 
・炭を燃やしきる、炭を水につけるなどして完全に消火
したことを確認できるまでその場を離れない。 
・消毒液を吹きかけた直後は、火気に近づくことはしな
い。 

 
熱中症に気を付けましょう！ 

 熱中症とは気温が高い日の野外や屋内で、発汗などに
より体内の水分や塩分などのバランスが崩れ、体温の調
整機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ
など様々な障害を引きおこす病気のことです。 
 熱中症予防のために、暑さを避ける、こまめに水分を
補給する、体調に異変を感じたら早めに休息をとるなど
の対策を行いましょう！ 
 
［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署  

予防指導課 ☏４３－０１１９ 

 暑い日が続き、ジメジメする嫌な季節、皆様体調
の方はいかがでしょうか。 
さて、父の日、母の日がありましたが、私は何も

頂けませんでした。接し方が足りなかったか反省中
です。でもそんな事より、元気に育ってくれれば幸
いです。 
 ８月２５日（日）、認定こども園北日野より資源回
収を行います。対象の町内、ご家庭の方はご協力よ
ろしくお願いします。 
（対象の町内には７月にお知らせします） 
            

認定こども園北日野保護者 

二十歳の式典実行委員を募集します！ 
令和７年１月１２日（日）に、越前市「二十歳の式

典」を開催します。そこで、この式典の企画･運営に参加

してくださる二十歳の方を募集しています。若いエネル

ギーとアイディアを発揮し、みんなで力を合わせて素晴

らしい二十歳の式典を創り上げましょう。 
 
募集対象者 越前市出身または越前市在住の二十歳の方 
（平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれ） 
 県外在住の方や外国籍の方も大歓迎！ 
応募締切   ８月２６日（月） 
※その後も随時受け付けます。 
応募方法  以下の二次元バーコードから申し込んでく

ださい。または、①氏名（ふりがな）②住所 
③電話番号④出身小学校を添えて、電子メール、電話、 
ファクスで下記連絡先まで申し込んでください。 
※応募情報は目的以外には使用しません。 
※９月上旬頃から、月数回の会議を行う予定です。 
（平日１９時～）                      

【申し込み二次元バーコード】 
【申し込み・問い合わせ先】 
越前市教育委員会 生涯学習・芸術文化課 
    TEL：22-7459   FAX：22-7497 
    E-mail：gakusyuu@city.echizen.lg.jp 

担当 竹内 

  
平成１９年に創刊した平林町広報誌はこの６月号で遂

に３００号発行となりました。 
 創刊から現在も作成されている平林町の清水正美さん
に広報誌を作るきっかけや苦労話などを伺いました。 
 『創刊当時の１７年前は町内にいても、町内での出来
事(冠婚葬祭)や昔からの行事のこととか、町内で何があ
ったのかなど、知らないことが多いとの住民の声を受け 
それならば平林町の出来事をみん 
なに紹介したいとの思いで平林町 
広報誌を作り始めました。 
出来れば、町内の全員を１年に 

１度は掲載してあげたいと編集し 
ています。 
 また最近は若い世代の方にも喜 
んで取材に応じてもらえてます。 
特に嬉しいことは創刊から３００ 

号まで大切に保管している住民が 
いることです。 
 これからも平林町広報誌を楽しみにしてくれてる住民
のため、体力気力の続く限り頑張って発行していくつも
りです。』 

北日野駐在所だより №７6 

私の子育て奮闘記 １１１ 

 近頃、クマが山から下りてきて人里をうろついてい
る目撃情報が多くなっています。今のところ北日野地
区での出没情報はありませんが、味真野地区では頻繁
に目撃されており、県内の山はクマの生息地ですか
ら、どこの山林でも出遭う可能性があります。 
山に入る場合は、クマと出遭わないよう、次のことに
ご注意ください。 
★鈴・拍手・大声・ラジオなど大きな音を出して、ク
マに人の存在を知らせる。 
★山菜の多いところにはクマもいることが多いので、
足跡や糞などを見つけたら引き返しましょう！ 
★入山地域のクマの出没状況を確認し、ヤブや林など
のうす暗い場所には近づかない。 
★小グマを見たらそっと立ち去る。 
 また、山に入り山菜やタケノコを採る際は地権者の
承諾を得るようにしてください。承諾を得ない採取は
窃盗罪にあたる場合があります。 
 乾電池式の屋外用防犯カメラが設置されている場合
もあるので注意お願いいたします。 

 (3）令和6年 7月 12日             ＜地区の将来像＞   暮らしの安全、快適生活とインフラ整備  



                            

                             

                             

               

［第 340 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成    令和 6 年 7月 12 日(4)  

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
䤀
ル
投
稿
䣍
原
稿
な
ど
は 

䢫
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコードで 

「友達追加」をお願いいたします 

表
紙
の
俳
句
は
䣍
北
日
野
俳
句
会 

西
山 

勇
さ
ん
の
作
品
で
す 

 

チゴユリ（ユリ科） 

 

オオウバユリ(ユリ科) 村国山を楽しむ花特集  
K・S 

★長谷川さま ★清水さま 
★前田さま   ★加藤さま 
★平井さま    

6/29 みんなで楽しくおどろう ！ 

＝ウェルカムダンス練習会＝ 

6/29  「きたひのまつり謟謠謡謢謥謣謤謦」の 

こども模擬店打ち合せをしたよ 

どんなお店を出そうかなぁ ♪ 

6/15 アイシングクッキー作り

萈萉萏萊萋萌萍萎”父の日”喜んでくれたよ뇃녿놀뇁뇂 

놴놲놵놶놷놳 

公民館玄関 

9 月 実 

中腹から上の登山道脇

に見られる草丈 20 ㎝あま

りの多年草、葉は互生し

長さ 3 ㎝ほどの楕円形で

先は細くなりとがる、茎

の先に 1，2 個の白い花を

斜め下向きにつける、花

びら 6，おしべ 6，花の後

丸い 5 ㎜ほどの実を結び

熟して黒くなる、ユリの

仲間で特に小さく可憐な

ので稚児にちなんでチゴ

ユリという名がついた。 

車道脇に、2，3 か所で見られる高さ 1ｍほどの多年

草、葉は茎の下の方にかたまってつく卵形で大きく長さ

10 ㎝あまりで長い柄がある、茎の先に緑がかった白色の

花を横向きに 7，8 個つける、花は長さ 10 ㎝ほどもあり 
花びら 6，もとの方は筒状にな

る、おしべ 6、めしべ 1、実は 5
㎝あまりの長楕円形で中に平たい

種が多く入っている、根は薬用に

なる、ウバユリはこれより小さく

て花の数も少ない、花が咲く頃に

は葉（歯）が無くなることもある

ので、姥（ウバ）ユリという名が

ついた。 

4 月 花 

6 月 花 


